
2019 年 9 月 5 日第５回公開研究会	

環境と平和〜未来社会と構想しつつ	

	

	

講演者	 尾関周二さん	

	 専門：環境哲学、言語哲学、コミュニケーション論。東京農工大名誉教

授。総合人間学会会長。	

	 著書：『環境を守るとはどういうことか』岩波ブックレット、『多元的

共生社会が未来を開く』農林統計出版、など。	

	 	 今回の講演では、環境問題と平和の問題を未来社会の構想につないで

お話くださいました。	

	 地球平和憲章を支える思想を深める問題提起となりました。	

いま人類にとって焦眉の課題である環境問題（自然と人間との共生）をそ

の基礎となる理念（環境哲学）から問うことが問われています。	

	 	 ｢尾関周二のサイト」より	

「環境哲学の研究は、〈人間〉についての研究（人間学）と深く結びつい

ていると考えてす。	

地球生態系の破壊にまで至った現代文明を生み出した〈人間〉とは何もの

なのかこれを深く問うことなしには、真に持続可能な社会を構想すること

はできないと考えています。	

	 研究テーマ	

	 •	人間‐自然関係を対象にするエコロジーの問題と人間‐人間関係を

対象にするコミュニケーションの問題は現代においてじつは深く連関し

ているのではないか、という基本的問題意識。	



	 •	人間と自然の共生、人間同士の共生・共同のための思想と社会システ

ムの探求。	

	 •	現代における人間‐自然関係を問う。人間と自然（動物）とのコミュ

ニケーション関係の追求。	

	 •	環境・エコロジー・生命問題への「臨床哲学」（Clinical	Philosophy）

としてのアプローチ。	

	 新たな環境共生社会を目指し、これまでにない哲学の在り方を探求して

いきたいと思います。」	

	 参考サイト	

	 「尾関周二のサイト」http://ozekishuji.com/?page_id=2	

	 文献：『多元的共生社会が未来を開く』農林統計出版	

	 「3・11 以後の混迷する近現代文明の問題性を共生の視点から批判的に

明らかにし、	

	 	 さらに人類史的視点から〈農〉の意義を改めて考察し、「共生の思想」

とともに、	

	 	 近代文明の問題性とそれを超える新たな文明を展望する。日本の国の

あり方、新たな文明を	

	 めざす多元的共生社会の構想を提起する」(版元より)	

１．尾関さん講演動画	 講演部分 2 時間 1 分 46 秒	

https://www.youtube.com/watch?time_continue=6&v=sH-cOnC66dM&feature=emb_logo	

	

２．尾関さん講演	 質疑応答部分	 40 分 40 秒	

https://www.youtube.com/watch?v=XrM92x89rkk&feature=emb_logo	

	

	



	

	



	


